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１． 目的 

本研究では、大学生を対象として、“異質な存在

にみられることに対する不安”である被異質視不

安と大学生の精神的な健康状態との関連を明らか

にするとともに、それを緩衝する要因について検

討することを目的とした。 

 

２． 研究方法 

１） 対象者：大学 1 年生～4 年生に配布し、有

効回答数は 146 部（回収率 45.3％）であっ

た。 

２） 調査方法：Google社が提供するサービスで

ある Google フォームを利用し、協力を得

られた学生に作成した調査票の URLを送信

して回答を依頼した。 

３） 調査内容： 学年、性別、居住形態等の基

本属性について回答させた。その他、精神

的健康度 12 項目（本田ら、2001）、被異質

視不安 12 項目（髙坂、2010）、ソーシャル

サポート 12 項目（嶋、1992）、社会的スキ

ル 18 項目（菊池、2004）、レジリエンス

21 項目（小塩ら、2002）の各項目につい

て回答させた。 

４） 分析方法：各項目で男女別での回答につい

ては、カイ二乗検定またはｔ検定を用いた。

また、各尺度等の相関を検討するために、

相関係数を算出した。精神的健康度及び被

異質視不安を従属変数とした重回帰分析

を行った。 

 

３． 結果と考察 

１）  本研究の結果、被異質視不安が高い大学

生も存在することが明らかになった。また、

その割合として女子の方が男子よりも被異

質視不安が高い傾向があることが認められ

た。 

２）  相関係数を用いて、精神的健康度と相互

の関連を検討した結果、被異質視不安に有

意な相関が認められた。つまり、異質な存

在にみられることに対する不安が高い者ほ

ど、精神的な健康状態が良くない傾向が示

された。 

３）  精神的健康度を従属変数とした各項目

との多変量解析では、10 の要因のうち、レ

ジリエンスに精神的健康度と有意な相関が

認められた。つまり、異質な存在にみられ

ることに対する不安が高くても、レジリエ

ンスを高めることで、精神的な健康状態を

良好に保つことができる可能性が示唆され

た。 

４）  被異質視不安を従属変数とした各項目

との多変量解析では、10 の要因のうち、社

会的スキルに被異質視不安と有意な相関が

認められた。つまり、人間関係の技術であ

る社会的スキルを高めることで、異質な存

在にみられることに対する不安を緩衝でき

る可能性が示唆された。 

 

４． 結論 

 本研究では、被異質視不安が高いほど大学生の

精神的な健康状態が良くない傾向が示された。し

かしながら、レジリエンスを高めることで精神的

な健康状態を良好に保つことができる可能性が示

唆された。また、被異質視不安を緩衝するために

は、社会的スキルを高めることが重要であること

が示唆された。したがって、大学生の精神的な健

康状態を良好に保つためには、大学生に向けた社

会的スキル及びレジリエンスを高めるプログラム

を考えていくことが必要である。 
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